











An entry in Lady Murasaki Shikibu’s diary from November 1, 1008 (Year 5 of the Kanko 
Era), in which she is jokingly addressed as “Wakamurasaki” by poet and court bureaucrat 
Fujiwara no Kinto, confirms that The Tale of Genji was indeed written by her almost exactly 
1000 years ago. 
On the millennium of that remarkable literary achievement —the tale is said by some to be 
the world’s first novel— it is  fitting to offer some thoughts on the term “Musashino,” which 
is not merely a place name laden with meaning in Japanese poetry but also revealing of the 
author’s various intentions and hidden messages. 
Superficially, “Musashino” refers to the relatively featureless plain that makes up what is 
now the Greater Tokyo Area and the lovely grasses that grew there, but our research into the 
poems of the early Heian Era (794-1185) indicates that these images are also indicative of 
Lady Murasaki’s opinions and political agenda. In this paper, we show her usage of the term 




















































おひ立たむありかも知らむ若草をおくらす露ぞ消えんそらなき          （若紫巻） 
初草のおひゆく末も知らむ間にいかでか露の消えんとすらむ                     （若紫巻） 































































































 １） 『万葉集』に見る「武蔵野」                     
 なお、下記（  ）内は小学館日本古典文学大系『万葉集』巻、番号、下線筆者 
 
  武蔵野に占へ象焼きまさでにも告らぬ君が名占に出にけり       （一四 三三七四） 
武蔵野のをぐきが雉立ち別れ去にし夕よ背ろに逢はなふよ       （一四 三三七五） 
  恋しければ袖も振らむを武蔵野のうけらが花の色に出づなめ      （一四 三三七六） 
  武蔵野の草は諸向きかもかくも君がまにまに我は寄りにしを      （一四 三三七七） 
  わが背子をあどかも言はむ武蔵野のうけらが花の時なきものを     （一四 三三七九） 






 あかねさす紫野行き標野行き野守は見ずや君が袖振る            （一 二十） 
 紫草のにほえる妹を憎くあらば人妻故に我恋ひめやも            （一 二一） 
 託馬野に生ふる紫草衣に染めいまだ着かずして色に出でにけり       （三 三九五） 
 紫の名高の浦の真砂土袖のみ触れて寝ずかなりなむ           （七 一三九二） 
紫の糸をそ我が縒るあしひきの山橘を貫かむと思ひて          （七 一三四〇） 
源氏物語における『武蔵野』についての考察 
 －119－
紫の名高の浦のなのりその磯になびかむ時待つ我を           （七 一三九六） 
 紫草の根延ふ横野の春野には君を懸けつつ鶯鳴くも           （十 一八二五） 
紫の名高の浦のなびき藻の心は妹に寄りにしものを          （十一 二七八〇） 
 紫の帯の結びも解きもみずもとなや妹に恋ひわたりなむ        （十二 二九七四） 
紫の我下紐の色に出でず恋ひかも痩せむ逢ふし世しをなみ       （十二 二九七六） 
紫のまだらかづら花やかに今日見し人に後恋ひむかも         （十二 二九九三） 
 紫草を草と別く別く伏す鹿の野は異にして心は同じ          （十二 三〇九九） 
 紫は灰さすものぞ海石榴市の八十の街に逢へる子や誰れ        （十二 三一〇一） 
 紫草は根をかも終ふる人の子のうら愛しけを寝を終へなくに      （十四 三五〇〇） 
 紫の粉潟の海に潜く鳥玉潜き出ば我が玉にせむ。           （十六 三八七〇） 

















なお、下記（  ）内は『新編国歌大観』番号である。 
 
①『古今集』                          
埼玉女子短期大学研究紀要 第 20 号 2009.03 
 －120－
紫のひともとゆえにむさしのの草はみながらあはれとぞ見る  （八七六 読み人知らず） 
秋風のふきふきぬけるむさしのはなべて草ばの色かはりけり  （八二一 読み人知らず） 
② 『後撰集』 
武蔵野は袖ひつばかりわけしかどわか紫にたづねわびにき  （一一七七 読み人知らず） 
をみなえしにほへる秋の武蔵野は常よりも猶むつまじきかな      （三三七 貫之） 
③ 『拾遺集』 
紫の色にはさくなむさしのの草のゆかりと人もこそ見れ      （三六〇 如覚法師） 
 
３）『古今六帖』における「武蔵野」 
 なお下記（  ）内は『新編国歌大観』番号 
 
しらねどもむさしのといえばかこたれぬよしやさこそはむらさきのゆえ   （三五〇七） 
紫のひともとゆえにむさしののくさはなべてもなつかしきかな       （三五〇〇） 
むさしののくさばもそむきともかくも君がまにまにわればよりにき     （一二六三） 
春はまずあづま路よりも若草のことめはつてよむさしののかぜ     （三八四 元方） 
秋風のふき吹きぬるむさし野はなべて草木の色かわりけり      （一一五二 伊勢） 
しぶたにのふた神山にわしぞこむてふむさしのはにもきみがためにわしぞこうむてふ 







なお下記、作者番号、（  ）内は『新編国歌大観』番号を示す。 
 
① 『能宣集』 ３３ 
むさしのにいかでかこまし秋ぎりのひまなくたてるのべにやどりて      （四七八） 
あづまぢにありとききこしむさしのをけふともきりのたちかくすらんふたらの山 （三三九） 
むさしののつづきのこほりつづきつつおのおのちよをおもふべらなり     （三三六） 
源氏物語における『武蔵野』についての考察 
 －121－
むさしののむかしのはぎをうつしえ君がためとぞこの秋はまつ        （三八四） 
② 『小町集』 ５ 
むさしのにおふとしきけばむらさきのその色ならぬ草もむつまし        （八三） 
むさしののむかひの岡の草なればねを尋ねてもあはれとぞ思ふ         （八五） 
③ 『兼輔集』 １４ 
紫の一本ぎくはよろずよを武蔵野にこそ頼むべらなり             （五八） 
④ 『義孝集』 ５２ 
紫のいろにはさくなむむさしのの草のゆかりを人もこそみれ          （二六） 
⑤ 『元真集』 ２８ 
武蔵野のくさのゆかりにふぢばかまわかむらさきにそめてにほへる       （七十） 
⑥ 『長能集』 ６９ 
むさし野の草のゆかりをたづねみばつかひをしもはなどかまつべき      （一二六） 
わかるらんとまるもおなじむさし野の木の下露はかぜもふきあへず      （一二八） 
⑦ 『伊勢集』 １５ 
むさしののくさばにやどるしらつゆのいくよあるべき我ならなくに      （四二〇） 
⑧ 『忠見集』 ２３ 
ゆきくらすたびのやどりもむさしののくさむすぶよはおもはしきかな      （一二） 
⑨ 『順集』 ２９ 
武蔵野のこまむかへにや関山のかひよりこえて今朝はきつらん        （二三三） 
⑩ 『九条右集』 ４４ 
むさしのの野なかを分けてつみそめしわかむらさきの色はかはりき        （五） 
かれぬべきくさのゆかりをたたじとてあとをたづねと人はしらずや       （三九） 
つゆじものうへともわかじむさしののわれはゆかりのくさばならねば      （四十） 
⑪ 『実方集』 ６７ 
かこつべき人もなきよにむさしののわかむらさきをなににみすらむ      （一六九） 
したにのみなげくをしらでむらさきのねずりのころもむつましきゆえ     （一七〇） 
⑫ 『兼盛集』 ３２ 
武蔵野を霧の晴れ間に見わたせばゆきさきとほき心こそすれ          （六三） 
⑬ 『道信集』 ６１ 
むらさきのね見ぬものゆえむさしのをたづねしほどにすえばくちにき      （五十） 









































































   「亭子の帝に右京の大夫のよみて奉りたりける 
   あはれてふ人もあるべくむさし野の草とだにこそ生ふべかりけれ」 
    同じような歌が、『続後撰集』にもある。 
   詞書 亭子院に奉りける 監命婦              （続後撰集巻十三 恋三） 















  春日野のわかむらさきのすりごろもしのぶの乱れかぎりしられず 
 となむおひつきていひやりける。ついでおもしろきことともや思ひけむ 














































































































































































以下（  ）内は『新編国歌大観』私家集番号を示す。 
藤式部、清水に篭りたりしに参りあひて院の御料にもろともに御あかし奉りしを見て 
しきみの葉に書きおこせたりし 
こころざし君にかかぐるともし火の同じ光にあふがうれしさ  （８６伊勢大輔集 八一） 
かへし 























１ 藤岡忠美他校注  『日本古典文学全集和泉式部日記 紫式部日記 更科日記 讃岐典侍日記』 
小学館、１９９５年 
２ 伊藤博校注  『新日本古典文学大系紫式部日記』 岩波書店、１９８９年 
３ 阿部秋生他校注  『日本古典文学全集源氏物語』 小学館、１９９５年 
４ 柳井滋他校注  『新日本古典文学大系源氏物語』 岩波書店、１９９３年 
５ 片桐洋一他校注  『日本古典文学全集竹取物語 伊勢物語 大和物語 平中物語』 小学館、
１９８８年 
６ 谷口茂他編  『新編国歌大観』 角川書店、１９８７年 
７ 永井路子著  『大鏡 古典を読む』 岩波書店、１９８４年 
８ 吉原栄徳著  『和歌の歌枕 地名大辞典』 おうふう、１９９８年 
９ 中田祝夫他編  『古語大辞典』 小学館、１９８６年 
10 宇野直人著  『漢詩の歴史』 東方書店、２００５年 
11 堀内公平編  『中国の名詩鑑賞 古楽府』 明治書院、１９８６年 
12 森田悌著  『古代の武蔵』 吉川弘文館、１９８８年 
東京（旧武蔵国）の地方史、神話の森、歌語り風土記、に関しては下記のサイトを参照した。 
13 http://www.qmss.jp/author/biography/musashi.htm 
14 http://nire.main.jp/rouman/fudoki/14saitama.htm 
